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十
一
月
十
日
（
日
）
仙
台
市
の
勾
当
台
公
園
と
県
庁
を

会
場
に
令
和
元
年
度
み
や
ぎ
産
業
教
育
フ
ェ
ア
「
さ
ん

フ
ェ
ア
宮
城
２
０
１
９
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
農
業
や
工
業
、
福
祉
、
商
業
と
い
っ
た
産
業
教
育
に

関
す
る
専
門
学
科
を
持
つ
高
校
な
ど
が
、
学
校
で
の
学
習

の
成
果
を
広
く
紹
介
し
、
魅
力
的
な
教
育
内
容
に
つ
い
て

理
解
、
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
次
代
に
つ
な
が
る
新

た
な
産
業
教
育
の
あ
り
方
を
発
信
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
て
、
体
験
・
実
演
、
学
校
生
産
物
展
示
販
売
、
作

品
・
研
究
発
表
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。 

本
校
は
福
祉
教
養
系
列
二
年
次
生(
六
名)

が
「
ク
イ
ズ

に
答
え
て
風
船
ゲ
ッ
ト
」
と
題
し
て
福
祉
ク
イ
ズ(

○
☓

や
選
択
で
答
え
ら
れ
る)

コ
ー
ナ
ー
を
運
営
し
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
事
前
に
高
齢
者
人
口
・
同
居
率
・
バ
リ
ア

フ
リ
ー
・
メ
タ
ボ
な
ど
簡
単
な
ク
イ
ズ
を
考
え
、
分
か
り

や
す
い
解
説
を
準
備
し
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
、
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
楽
し
み
な
が
ら
福
祉
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。
最
初
は
緊
張
気
味
の
生
徒
た
ち
で
し
た
が
、

徐
々
に
慣
れ
て
き
て
、
い
つ
も
の
明
る
さ
で
お
客
様
と
触

れ
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

系
列
の
生
徒
た
ち
は
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
野
菜
や
花
等

の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
、
来

場
者
も
多
く
、
迫
桜
高
校
を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。 

「
起
業
と
経
営
」
を
テ
ー
マ
に
、
商

業
科
目
の
総
合
実
践
選
択
者
八
名
が

「
迫
桜Cuisine-

キ
ュ
イ
ジ
ー
ヌ-

」
を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
十
一
月
～
十
二

月
の
二
ヶ
月
間
、
毎
週
水
曜
日
昼
休
み

に
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー

は
手
作
り
プ
リ
ン
や
タ
ピ
オ
カ
ミ
ル
ク

テ
ィ
ー
な
ど
で
す
。
オ
ー
プ
ン
前
か
ら

並
ん
で
い
る
生
徒
も
多
く
、
す
ぐ
に
売

り
切
れ
て
し
ま
う
く
ら
い
の
人
気
ぶ
り

で
す
。 

「
生
徒
た
ち
は
企
画
立
案
を
主
体
的

に
行
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
積
極
的

な
姿
勢
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
担
当
の
先
生
は
話
し
て
い
ま
す
。 

 

十
一
月
六
日
（
水
）
～
十
日
（
日
）
に
宮
城
県
美
術

館
に
お
い
て
宮
城
県
高
校
写
真
展
が
行
わ
れ
、
本
校
写

真
部
が
総
合
優
勝
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
金
賞
を
受
賞
し

た
二
年
阿
部
マ
リ
ナ
さ
ん
（
花
泉
中
）
、
山
崎
永
愛
さ

ん
（
東
和
中
）
、
銀
賞
を
受
賞
し
た
二
年
山
崎
愛
花
さ

ん
（
東
和
中
）
の
三
作
品
が
、
来
年
高
知
県
で
行
わ
る

全
国
総
合
文
化
祭
（2020

こ
う
ち
総
文
）
に
出
場
す
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
写
真
部
と
し
て
は
、
昨
年
の

信
州
総
文

2018

に
出
場
し
た
石
川
舞
雪
さ
ん
（
佐
沼

中
）
、
今
年
の2019

さ
が
総
文
に
出
場
し
た
山
崎
永
愛

さ
ん
に
続
い
て
、
三
年
連
続
の
全
国
総
合
文
化
祭
出
場

と
な
り
ま
す
。
ま
た
山
崎
永
愛
さ
ん
は
二
年
連
続
で
の

全
国
総
合
文
化
祭
出
場
と
な
り
ま
す
。
阿
部
さ
ん
は

「
全
国
大
会
で
も
入
賞
で
き
る
よ
う
、
技
術
を
磨
い
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
う
ち

総
文
で
の
入
賞
、
四
年
連
続
と
な
る
全
国
総
合
文
化
祭

（
紀
の
国
わ
か
や
ま
総
文

2021

）
出
場
を
目
指
し
、
頑

張
っ
て
欲
し
い
で
す
。 
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十
一
月
十
六
日
（
土
）
本

校
農
場
で
、
本
校
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

系
列
の
生
徒
が
育
て
た
シ
ク
ラ
メ
ン
の

販
売
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
十
時
の
販
売
開
始
前
か
ら

長
蛇
の
列
が
で
き
る
盛
況
ぶ
り
で
、
十

四
時
の
販
売
終
了
ま
で
に
四
０
０
人
以

上
の
地
域
の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。
中

に
は
、
一
人
で
十
鉢
以
上
も
買
っ
て
く

だ
さ
る
方
も
い
ま
し
た
。
本
校
農
場
で

収
穫
し
た
野
菜
と
加
工
し
た
味
噌
を

使
っ
た
「
迫
桜
鍋
」
の
無
料
提
供
も
好

評
で
し
た
。 

 

生
徒
は
接
客
に
会
計
に
大
わ
ら
わ
で

し
た
が
、
地
域
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ

き
、
達
成
感
、
満
足
感
の
あ
る
心
地
よ

い
疲
れ
で
し
た
。
日
頃
の
学
習
に
も
大

い
に
励
み
に
な
り
ま
し
た
。
ご
来
場
、

お
買
い
上
げ
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

十
月
十
二
日
（
土
）
の
台
風
１
９
号
に
よ
る
大
規
模
な
災
害
に
際
し
、
前
号
で
は
、
丸
森

町
、
大
郷
町
で
の
有
志
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
生
徒
会
が
中
心
に
な
っ
て
行
っ
た
募
金
活
動
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。 

 

災
害
後
、
時
を
お
か
ず
、
生
徒
会
が
呼
び
か
け
て
、
校
内
で
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
十
月
十
八
日
（
金
）
、
近
隣
の
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
で
、
生
徒
会
執
行
委
員
が
地
域

の
人
か
ら
の
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

義
援
金
は
、
総
額
で
１
０
５
，
０
４
７
円
に
な
り
ま
し
た
。 

 

集
ま
っ
た
義
援
金
は
、
被
災
し
た
丸
森
町
に
あ
る
、
本
校
と 

同
じ
総
合
学
科
の
伊
具
高
校
に
贈
る
こ
と
に
し
、
十
一
月
十
四 

日
（
木
）
に
生
徒
の
代
表
が
伊
具
高
校
に
直
接
届
け
て
き
ま
し 

た
。
伊
具
高
校
で
は
、
農
場
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
の
で 

そ
の
復
旧
に
使
い
た
い
と
の
こ
と
で
す
。
募
金
に
ご
協
力
く
だ 

さ
っ
た
方
々
に
御
礼
と
ご
報
告
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
志
」
教
育
の
一
環
と
し
て
、
十
一
月
二
十
七
日
（
水
）
、
全
校
生
徒
を
対
象
に
、
登

米
市
在
住
の
氏
家
彰
良
さ
ん
（
五
九
）
の
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

氏
家
さ
ん
は
、
二
十
歳
の
時
、
仕
事
中
に
生
命
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
大
き
な
事
故
に

遭
い
、
片
手
片
足
を
失
い
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
克
服
し
て
今
日
ま
で
社
会
で
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
経
験
を
も
と
に
、
「
生
き
る
こ
と
は
小
さ
な
幸
せ
の
積
み
重
ね
だ
」
「
結

果
よ
り
も
プ
ロ
セ
ス
に
意
味
を
見
い
出
し
、
ゆ
っ
く
り
で
い
い
か
ら
丁
寧
に
生
き
る
こ
と

が
大
切
だ
」
「AI

と
は
違
う
生
命
を
持
っ
た
人
間
と
し
て
、
高
い
志
を
持
っ
て
突
き
進
ん

で
ほ
し
い
」
と
生
徒
に
訴
え
て
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、
日
々
の
高
校
生
活

や
今
後
の
人
生
に
つ
い
て
考
え
る
有
意
義
な
時
間
に
な
り
ま
し
た
。 

励
ま
さ
れ
背
中
を
押
さ
れ
た
生
徒
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。 

～
生
徒
の
感
想
～ 

「
人
生
遠
回
り
し
た
か
ら
こ
そ
見
え
て
く
る
も
の
が
あ
る
と
い
う 

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
」 

「
『
日
々
の
当
た
り
前
』
が
、
か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
時
間
だ 

と
感
じ
た
。
不
安
や
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
前
向
き
に
夢
に
向 

か
っ
て
進
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。
」 

 

十
一
月
七
日
（
木
）
～
九
日
（
土
）
に
行
わ
れ
た
県
高
校

新
人
卓
球
大
会
に
お
い
て
、
本
校
女
子
卓
球
部
は
、
団
体
戦

で
第
三
位
と
な
り
、
来
年
一
月
福
島
県
郡
山
市
で
開
催
さ
れ

る
東
北
新
人
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
、
十
二
月
三
日
（
火
）
～
八
日
（
日
）
に
行
わ
れ

た
県
高
校
写
真
展
で
、
本
校
書
道
部
の
曽
根
真
由
さ
ん
（
三

年
・
金
成
中
）
が
、
最
高
賞
の
「
推
薦
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。
曽
根
さ
ん
は
、
一
年
次
か
ら
三
年
連
続
し
て
の
最
高
賞

受
賞
で
す
。
こ
の
他
に
も
、
運
動
部
、
文
化
部
問
わ
ず
、
各

種
大
会
で
結
果
を
残
し
て
い
ま
す
。
迫
桜
生
の
、
今
後
の
さ

ら
な
る
活
躍
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

写
真
部
の
三 

年
連
続
全
国
総 

文
祭
出
場
に
つ 

い
て
は
表
面
に 

記
事
を
掲
載
し 

ま
し
た
。 

 

書道部・推薦 

３年 曽根真由さん 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

写真部・金賞 

２年 阿部マリナさん 


